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安

居

　
梅
雨
の
細
い
雨
が
、
あ
じ
さ
い
の
色

を
一
層
あ
ざ
や
か
に
す
る
の
も
こ
の
季

節
の
持
つ
良
さ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
日

本
の
梅
雨
は
、
六
月
に
だ
い
た
い
決
っ

て
お
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
で
は
、
四
月

十
五
日
か
ら
三
ケ
月
間
が
雨
季
と
な
り

ま
す
。
こ
の
聞
、
毎
日
雨
が
降
り
続
き

外
出
も
思
う
に
ま
か
せ
な
い
の
は
、
も

ち
ろ
ん
の
事
で
す
が
、
お
釈
迦
様
の
教

え
に
も
と
ず
き
、
外
出
す
る
と
草
木
や

小
難
を
知
ら
ず
に
踏
み
殺
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
し
て
、
洞
窟
や
寺
院
に
籠
っ
て

修
行
に
は
げ
む
習
慣
が
仏
教
徒
の
間
に

定
着
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
日
で
も
仏

教
各
宗
で
は
、
七
月
お
盆
前
後
に
教
学

の
学
習
や
、
修
行
が
行
な
わ
れ
、
毎
年

多
く
の
僧
侶
が
学
習
に
、
修
行
に
と
暑

さ
の
中
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
達
も
、
安
居
の
心
を
何
か
に
生
か
し

て
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。
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茨
城
大
会
の
準
備
す
す
む

　
第
二
十
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
茨

城
県
仏
教
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
大
越
会
長
の
も
と
実
行
委
員
会

を
組
織
し
、
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
本
年
の
瓦
之
大
会
は
、
十
月
十
五
日
（
月
）
、

水
戸
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
本
年
も
一
昨
年
の
埼
玉
大
会
と

同
様
、
大
会
は
一
日
だ
け
と
し
、
参
加
人
員

は
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
県
外
三
百
名
、
県

内
七
百
名
、
計
一
千
名
の
予
定
で
あ
る
。
部

全
日
仏
青
新
理
事
長
に
永
倉
師

　
昭
和
五
十
四
年
度
全
日
本
仏
教
青
年
会
総
会

越
・
去
る
五
月
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
仏
青

代
表
者
二
十
余
名
が
参
集
し
、
事
業
報
告
、
決

算
及
び
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
等
に
つ
い

て
審
議
が
な
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
平
原
全
日
仏
青
理
事
長
、
龍
山
全
仏

組
織
局
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
議
長
を
選
出

し
、
審
議
に
入
っ
た
。
事
業
報
告
並
び
に
決
算

を
原
案
通
り
承
認
の
あ
と
、
役
員
選
出
に
移
り

新
理
事
長
に
神
奈
川
仏
青
の
永
倉
嘉
文
師
が
選

出
さ
れ
、
副
理
事
長
に
は
、
大
阪
府
仏
和
、
埼

玉
県
仏
青
、
全
閏
曹
洞
宗
仏
青
及
び
在
京
仏
青

の
各
団
体
よ
り
一
名
つ
つ
、
計
四
名
選
出
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
長
に
は
、
神

奈
川
幻
惑
の
都
築
哲
信
師
が
指
名
さ
れ
、
そ
の

他
幹
事
数
名
共
に
承
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昨

年
の
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
を
契
機
と
し

て
、
世
界
仏
教
主
星
－
連
盟
の
地
域
セ
ン
タ
ー
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
新
た
に
海
外
交
流
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
加
盟
団
体
よ

り
一
名
、
委
員
を
選
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

理
事
長
を
お
受
け
し
て

…
：
永
倉
嘉
文師倉永

昨
年
は
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
全
日
仏
青
）

置

賜

、

会
は
、
実
践
、
檀
信
徒
、
仏
婦
、
仏
青
の
四

部
会
と
し
、
茨
城
県
仏
で
は
、
県
夢
野
の
組

織
作
り
を
す
す
め
て
い
る
。

　
な
お
、
大
会
の
前
日
に
は
同
じ
く
水
戸
市

に
お
い
て
翠
雲
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
る
。

　
永
倉
理
事
長
は
、
今
年
度
の
抱
負
と
し
て
、

地
域
仏
青
の
結
成
を
呼
び
か
け
、
ま
た
、
未
加

盟
の
仏
青
の
加
盟
促
進
を
計
り
、
組
織
を
拡
充

し
、
機
関
誌
等
を
通
じ
て
加
盟
仏
教
青
年
塁
間

の
情
報
交
換
と
交
流
を
推
進
し
た
い
と
し
て
お

り
、
先
の
海
外
交
流
委
員
会
の
活
動
と
共
に
、

新
理
事
長
の
も
と
、
内
外
に
わ
た
る
郵
亭
の
飛

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

に
と
っ
て
、
世
界
仏
教
青
年
連
盟
・
W
F
B
Y

の
第
三
回
大
会
と
、
そ
れ
を
記
念
し
た
国
内
仏

教
青
年
の
結
集
大
会
の
開
催
な
ど
、
誠
に
多
忙

な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
両
大
会
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
全
日
本
仏
教
会
の
全
面
的
な
御
支
援
を

い
た
だ
き
、
と
も
か
く
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と

が
出
莱
、
深
く
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

大
会
が
生
ん
だ
芽
が
将
来
、
大
き
く
育
つ
か
ど

う
か
は
、
全
日
仏
青
の
今
後
の
活
動
に
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
理
事
長
就
任
の

責
務
の
重
大
さ
に
ひ
た
す
ら
身
の
縮
む
思
い
が

い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
仏
教
各
宗
派
な
ど
に
お
い
て

青
年
の
活
動
は
活
発
に
勢
い
よ
く
行
な
わ
れ
て

い
る
状
況
で
す
。
次
代
の
に
な
い
手
と
し
て
、

自
分
た
ち
が
直
面
す
る
諸
問
題
を
共
に
考
え
、

若
い
力
を
結
集
し
て
解
決
の
道
を
探
し
て
行
く

の
は
、
将
来
に
と
っ
て
明
る
く
頼
も
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
コ

　
日
本
の
仏
教
は
七
百
年
か
ら
千
年
に
及
ぶ
歴

史
を
持
つ
、
宗
派
と
い
う
分
れ
た
道
を
進
ん
で

来
ま
し
た
。
昭
和
の
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
仏

教
青
年
は
、
正
直
に
言
っ
て
自
分
が
属
す
る
宗

派
な
ど
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
頭
で
は
多

少
わ
か
っ
て
い
て
も
、
現
実
は
何
も
知
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
お
互
い
の
交
流
も
ほ
と
ん
ど

な
い
の
が
実
状
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
に
生
き
る
仏
教
は
、
現
代
の
生
々
し
い

諸
問
題
に
当
面
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
社
会
機

構
が
複
雑
化
す
る
に
つ
れ
、
仏
教
団
体
も
、
僧

侶
も
社
会
的
義
務
の
履
行
を
強
く
迫
ま
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
主
張
す
る
権
利
は
当
然
主

張
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
制
約
も
一
段
と
き
び

し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
．

　
現
代
に
適
応
し
た
仏
教
と
な
り
、
そ
し
て
未

来
に
む
け
、
世
の
中
を
変
革
し
て
行
く
仏
教
と

な
る
た
め
に
も
、
仏
教
青
年
が
共
通
し
て
直
面

し
、
い
ま
現
在
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
関
心
を

持
ち
、
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
仏
教
青
年
の
垣
根
を
超
え
た
理
解
と
友
好
連

帯
の
た
め
に
、
微
力
を
尽
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
全
日
本
仏
教
会
各
位
の
絶
大
な
O
支

援
、
む
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
O
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
に
ひ
き
い
ら
れ

て
、
マ
ハ
ー
ル
と
い
う
不
可
触
カ
ー
ス
ト
の

人
が
仏
教
に
集
団
改
宗
し
た
の
は
一
九
五
六

年
の
こ
と
で
あ
る
。
繭
来
二
十
か
年
、
こ
の

特
異
な
仏
教
運
動
は
そ
れ
な
り
に
定
着
し

窺　
マ
ハ
ー
ル
は
デ
カ
ン
西
部
を
中
心
に
ひ
ろ

が
る
非
常
に
大
き
な
カ
ー
ス
ト
で
、
四
五
〇

万
人
以
上
の
成
員
が
い
る
。
ア
ン
ベ
ー
ド
カ

ル
は
比
較
的
富
裕
で
は
あ
る
が
、
こ
の
カ
ー

ス
ト
出
身
で
あ
る
。
才
能
と
努
力
に
よ
っ
て

英
米
に
留
学
し
、
博
士
号
と
弁
護
・
エ
の
資
格

を
も
ち
、
独
立
イ
ン
ド
初
代
の
法
務
大
臣
と

し
て
憲
法
草
案
の
作
成
ま
で
手
が
け
た
彼
に

お
い
て
す
ら
、
不
可
触
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る

が
故
の
差
別
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
彼
の
一
生
は
マ
ハ
ー
ル
、
な
ら
び

に
広
く
不
可
触
民
の
指
導
者
と
し
て
差
別
撤

廃
を
目
指
す
長
年
の
闘
争
に
彩
ど
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
結
果
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。

つ
い
に
彼
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
た
る
こ
と
を

や
め
、
カ
ー
ス
ト
を
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
く
疎
外
さ
れ
て
き
た
ク
ラ
ス
の
地
位
向
上

を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
改
宗
先
に
え

ら
ば
れ
た
の
が
仏
教
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
「
新
仏
教
」
運
動
は
、
た
し

か
に
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
復
興
運
動
に
は

ち
が
い
な
い
が
、
仏
教
精
神
の
復
興
で
あ
る

と
単
純
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
い
ら
れ
な
い
さ
ま

ぎ
ま
な
要
因
を
も
っ
て
い
る
。
事
実
、
古
代

の
イ
ン
ド
仏
教
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。　
古
代
の
イ
ン
ド
仏
教
は
柱
会
の
上
層
ク
ラ

ス
に
支
持
さ
れ
、
外
護
さ
れ
て
い
た
。
仏
教

い
。　
こ
れ
に
対
し
現
代
の
「
新
仏
教
徒
」
は
下

層
に
属
す
る
。
カ
ー
ス
ト
を
出
た
、
と
自
ら

称
し
て
も
、
所
詮
、
マ
ハ
ー
ル
と
い
う
カ
ー

ス
ト
の
実
体
は
何
ら
か
わ
っ
て
い
な
い
。
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
徒
の
マ
ハ
ー
ル
が
仏
教
徒
に
な

っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的

に
も
社
会
的
に
も
、
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
が
期

待
し
た
よ
う
な
地
位
向
上
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
し
か
も
か
れ
ら
は
南
方
仏
教
の
伝
承
に

し
た
が
っ
て
、
は
っ
き
り
し
た
「
仏
教
儀
礼
」

を
と
り
入
れ
た
。
こ
れ
は
名
実
と
も
に
「
仏

イ
ン
ド
⑳
薪
熱
讃
運
勲

国
際
専
門
委
員
奈
良
康
明

徒
と
い
っ
て
も
特
別
の
カ
ー
ス
ト
を
形
成

し
、
あ
る
い
は
独
立
の
社
会
グ
ル
ー
プ
を
な

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
人
々
は
そ
れ
ぞ

れ
の
カ
ー
ス
ト
に
所
属
し
た
ま
ま
で
釈
尊
の

教
を
信
じ
、
浬
繋
の
価
値
を
認
め
、
倫
理
的

生
き
方
を
心
が
け
た
。
そ
の
意
味
で
の
仏
教

徒
だ
っ
た
。
だ
か
ら
と
直
接
関
係
は
な
い

葬
式
や
結
婚
式
の
よ
う
な
通
過
儀
礼
、
そ
の

他
の
民
間
信
仰
附
な
儀
礼
は
旧
来
の
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま

ま
う
け
つ
い
で
い
た
。
こ
の
意
味
で
古
代
イ

ン
ド
の
仏
教
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
い
う
世
界

の
上
に
の
っ
て
成
立
し
て
い
た
と
い
っ
て
い

教
徒
」
と
い
う
明
確
な
カ
ー
ス
ト
と
し
て
イ

ン
ド
社
会
に
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
歴
史
の
皮
肉
、
と
そ
も
い
う
べ
き
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
古
代
の
イ
ン
ド
仏
教
は
普
遍
的

教
を
説
き
つ
つ
も
、
カ
ー
ス
ト
化
し
な
か
っ

た
が
故
に
イ
ン
ド
で
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
反
面
に
、
正
に
そ
の
馬
田
に
よ
っ
て
、

外
国
に
定
着
し
え
た
。
現
代
の
「
新
仏
教
法
」

は
マ
ハ
！
ル
と
い
う
一
力
ー
ス
ト
の
宗
教
で

あ
る
。
一
般
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
は
お
ろ
か
、

他
の
不
可
触
カ
ー
ス
ト
の
人
た
ち
も
殆
ど
加

わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
運
動
が
蒋
来
、
全
イ

ン
ド
に
ひ
ろ
が
り
、
曽
て
の
華
や
か
な
「
仏

教
イ
ン
ド
」
が
復
活
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

の
は
仏
教
国
粋
主
義
的
な
幻
想
で
し
か
な
い
。

し
か
し
か
れ
ら
は
種
々
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
側
の
白
眼
視
に
堪
え
つ
つ
、
仏
教
徒
と
し

て
の
連
帯
意
識
を
高
め
て
い
る
。
た
だ
、
彼

ら
の
仏
教
徒
と
し
て
の
生
活
実
践
に
つ
い
て

は
少
な
か
ら
ぬ
問
題
が
の
こ
っ
て
い
る
。
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
自
身
は
そ
れ
で
も
仏
教
を
学

び
、
仏
教
の
本
ま
で
出
し
て
い
る
。
現
在
、
．

新
仏
教
徒
た
ち
の
バ
イ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
「
仏
教
」
は
可

成
り
に
変
容
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
社
会
的
に
し
い
た
げ
ら
れ
た
人
た
ち
の
立

場
に
立
つ
教
義
の
再
編
と
い
っ
て
も
い
い
も

の
で
あ
る
。
社
会
的
意
識
が
き
わ
め
て
強
い
。

　
現
在
は
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
自
ら
説
い
た

教
え
を
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
本

は
よ
ま
れ
、
自
ら
の
学
校
で
仏
教
は
教
え
ら

れ
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
、
セ
イ
ロ
ン
系

の
大
菩
提
会
、
日
本
山
妙
法
寺
系
の
人
た
ち

を
中
心
と
す
る
指
導
者
が
教
化
に
あ
た
っ
て

い
る
。
か
れ
ら
の
中
か
ら
比
丘
も
出
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
新
仏
教
徒
の
数
に
比
し
、

比
丘
、
指
導
者
の
数
は
余
り
に
少
な
い
。
仏

教
を
知
ら
ぬ
仏
教
徒
も
多
く
い
る
。
反
面
に

仏
教
儀
礼
は
確
立
し
、
仏
陀
へ
の
礼
拝
は
習

慣
化
し
て
い
る
。
新
仏
教
と
は
、
マ
ハ
ー
ル

と
い
う
カ
ー
ス
ト
内
に
お
い
て
、
と
に
か
く
、

生
活
の
中
に
定
著
し
、
歩
み
つ
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
香
気
に
あ
ふ
れ
、
よ
り
高
い
宗
教

性
の
開
花
し
て
く
る
の
は
何
時
の
日
の
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。

一3一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和54年6月1日

全
仏
の
理
事
会
開
く

53
N
度
決
算
な
ど
を
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
は
、
五
月
二
十
八

日
午
前
十
一
時
よ
り
、
東
京
・
芝
の
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
（
ソ
ー
ト
ビ
ル
）
三
階
「
菊
」
で

開
か
れ
、
次
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
事

業
報
告
、
決
算
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
第
一
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
報
告

に
つ
い
て
」
（
別
掲
）

　
議
事
第
二
号
「
昭
和
五
十
三
年
度
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
い
て
」
（
別
掲
）

　
議
事
第
三
号
「
W
F
B
日
本
大
会
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
に
つ
い
て
」

　
議
事
そ
の
他
「
①
全
国
事
務
所
移
転
に
つ
い

て
、
②
寄
付
行
為
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

53
N
度
の
事
業
報
告
…
撰
罐
の
…

1
、
加
盟
仏
教
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
お

　
　
よ
び
親
睦

F
へ
）
●
－
⊥

6
　

10〃29191211927〃

　　　　　　　7

　　　　　　　　

21117
東
京
本
願
寺
藤
ま
つ
り
出
席

監
査
会

四
宗
派
宗
務
総
長
懇
談
会

会
長
、
副
会
長
懇
親
会

御
室
派
小
田
管
長
本
葬
参
列

常
務
理
事
会

肇京都
仏
教
徒
会
議
結
成
二
十
五
周
年

記
念
式
典
出
席

千
葉
県
仏
教
玉
総
会
出
席

長
野
県
仏
教
会
総
会
出
席

常
務
理
事
会

仏
教
鎭
仰
会
お
夏
ま
つ
り
出
席

香
川
県
仏
教
二
言
会
長
本
葬
香
資

　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　

29　19　13　　〃　　11　19　14

12　　11
　　　　　　　　　　

8166

　　　　　　9　8

　　　　　　　　　　　　　

2918229
長
野
県
仏
教
徒
会
議
出
席

理
事
会

孝
道
教
団
大
統
理
本
葬
参
列

常
務
理
事
会

東
寺
墓
菖
宗
加
盟
承
認
伝
達

増
上
寺
晋
山
式
出
席

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会
出
席

東
京
B
S
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
出
席

常
務
理
事
会

宗
務
総
長
会

常
務
理
事
会

埼
玉
県
仏
教
会
新
年
会
出
席

全
日
仏
婦
修
正
会
出
席

理
事
会

評
議
員
会

新
年
懇
親
会
（
京
都
）

2
・
9
　
　
〃
　
　
（
東
京
）

3
・
3
　
栃
木
県
仏
教
会
講
演
会
出
席

　
　
2
7
　
仏
教
伝
道
文
化
賞
授
賞
式
出
席

　
　
〃
　
栃
木
県
仏
黒
田
師
本
葬
参
列

　
2
、
仏
教
々
化
運
動
の
総
合
的
企
画
お
よ
び

　
　
　
促
進

毎
月
一
回
「
全
仏
」
誌
発
行
、
「
花
ま
つ
り
ポ
ス

タ
ー
」
な
ど
の
普
及

5
・
1
0
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
2

6
・
2
0
日
本
仏
教
文
化
会
議

3
・
8
　
文
化
専
門
委
員
会

　
3
、
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

毎
月
一
回
日
宗
連
理
事
会
、
幹
事
会
出
席
、
随

時
W
C
R
P
幹
事
会
出
席

5
・
1
6
　
ネ
パ
ー
ル
国
王
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席

6
・
2
7
　
園
城
寺
バ
イ
パ
ス
問
題
に
つ
き
建
設

　
　
　
　
大
臣
と
面
会

7
・
2
7
イ
ン
ド
大
使
新
任
歓
迎
会
出
席

9
・
1
一
　
ヤ
ン
グ
イ
ー
ス
ト
五
十
周
年
記
念
祝

　
　
　
　
賀
会
出
席

0
●
7

17　　6
・　　・4
5158　、

　　　　　　3　112111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

27　16　　6　　24　28　14　2

0
ワ
●
り
白
8

包
括
宗
教
法
人
研
究
協
議
会
出
席

佼
成
会
法
輪
閣
落
慶
式
出
席

ネ
パ
ー
ル
大
使
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席

自
民
党
大
会
出
席

包
括
宗
教
法
人
協
議
会
出
席

W
C
R
P
研
究
会
出
席

ネ
パ
ー
ル
大
使
退
任
歓
送
会
出
席

各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

組
織
専
門
委
員
会

国
際
専
門
委
員
会

県
仏
代
表
者
会
議

国
際
専
門
委
員
会

2
・
2
7
　
茨
城
県
仏
大
会
打
合
会

3
・
1
2
　
国
際
専
門
委
員
会

　
　
2
9
　
税
制
特
別
委
員
会

　
5
、
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国

　
　
　
仏
教
団
体
と
の
連
絡

9
・
3
0
　
W
F
B
総
会
開
催
（
東
京
）

一
　
　
　
ス
リ
ラ
ン
カ
台
風
禍
援
助

3
・
8
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席
（
タ
イ
）

　
6
、
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
お
よ
び
文

　
　
　
化
交
流
の
促
進

1
0
・
－
一
6
　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日

　
　
　
　
本
大
会
開
催

　
7
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

　
　
　
お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進

4
・
1
1
　
中
華
人
民
共
和
国
仏
教
協
会
代
表
来

　
　
　
　
日
歓
迎
会

6
・
1
6
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
七
〇
周
年
先
亡
者
追

　
　
　
　
悼
法
要
出
席
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）

些
…
≡
≡
一
≡
≡
≡
印
一
一
≡
一
≡
一
一
…
≡
＝
≡
≡
§
8
■
…
書
…
…
≡
≡
≡
一
響
≡
一
≡
8
醍

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
　
昨
年
の
十
月
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
半
年
㎜

㎜
間
の
歳
月
を
か
け
て
撮
影
し
た
大
作
「
あ
㎜

…
あ
野
麦
峠
」
が
完
成
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
山
本
茂
実
の
同
名
の
原
作
を
山
本
薩
夫
㎜

㎜
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
演
出
し
、
大
竹
し
㎜

…
あ
あ
野
麦
峠
　
…

㎜
の
ぶ
を
は
じ
め
女
優
陣
は
悲
し
み
に
も
め
㎜

㎜
げ
ず
に
生
き
抜
く
語
れ
ん
な
女
工
を
熱
演
…

㎜
し
感
動
を
与
え
て
い
る
。
全
仏
も
推
薦
団
…

㎜
体
と
な
っ
て
お
り
、
六
月
三
十
日
東
宝
系
…

㎜
で
公
開
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

世
≡
一
≡
一
…
§
＝
≡
…
≡
≡
≡
O
一
一
≡
冒
≡
一
…
§
一
；
一
…
…
一
≡
3
≡
≡
富
一
＝
≡
…
罰
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全　　　　仏
第3種郵便物認可 昭和54年6月1日

歳入の部

昭和53年度財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書
　歳入　予算額　金45，550，000円　　決算額　金46，519，754円
　歳出　予算額　金45，550，000円　　決算額　金43，412，021円

　　　　歳入歳出決算剰余金　金3，107，733円
監査の結果証葱も完備し、収支が適正に行われていたことを認めます。

　　昭和54年5月15日　監事船医暉子㊥
　　　　　　　　　　　　監事植松　威㊥
　　　　　　　　　　　　監事　岩脇宏信　㊥

項 目 対 子　　　　　算

款 項 目 予算額 収入暗君
収入超過額 収入未済額

1．負　担　金 40，250，000 39，179，000 1，071，000
1．各宗派負担金 36，023，000 35，603，000 420，000
2．四団体負担金 4，227，000 3，576，000 651，000

2．寄　付　金 200，000 0 200，000
3．未納徴収金 500，000 1，656，000 1，156，000

4．基金果実 800，000 777，900 22，100
5．雑　収　入 800，000 823，361 23，361

6．繰　越　金 3，000，000 4，083，493 1，083，493

45，550，000 46，519，754 969，754

歳出の部

科 目 ○増　△減 予　算
款 項 目 予算額 支出済額

流　用　額 不用額
付　　　　記

1．事務総局費 32，300，000 33，539，280 01，239，280 0
1．人　　供　　費 21，720，000 23，061，993 01，34L993 0

1．職員俸給 9，200，000 8，935，000 △　　265，000 0 一箪謂：こ、琴睾：盟炉
2．諸　　　　給
R．厚　　生　　費

S．退職積立金

10，520，000
P，200，000

@800，000

11，849，098
P，477，895

@800，000

01，329，098
O　　277，895

@　　　0
0
0
0

、｛魏圭3、穿塞き8｝舞魏用、傑張暴言禦82流用　　　　　102。713流用

2．事　　務　　費

1．借館退室費
4，380，000

P，680，000

4，088，609

P，560，000
△　　291，391

｢　　120，000 0
0

1｛鵜紫秘計鵬・3流用

2．通　　信　　費 1，200，000 1，199，438 △　　　　　562 0 第3項へ流用
3．消　　耗　　品 200，000 187，242 △　　　12，758 0 第3項へ流用
4．光　　熱　　費 350，000 277，584 △　　　72，416 0 第3項へ流用
5．備　　品　　費 300，000 275，000 △　　　25，000 0 第3項へ流用
6．印　　刷　　費 400，000 379，006 △　　　20，994 0 第3項へ流用
7．諸　　雑　　費 250，000 210，339 △　　　39，661 0 第3項へ流用

3．旅　　　　費 2，000，000 2，189，548 0　　189，548 0 第1項第1目より17，287流用
〃　2目より　562〃
〃　3　〃　12，758〃
〃　4　”　72，416〃
〃　5　〃　25．000〃
〃　6　〃　20．994〃

ρ
〃　〃　”　39，661「’

第5項より　　　870〃
4．関西事務局費 1，700，000 1，700，000 0 0
5．渉　　外　　費 2，500，000 2，499，130 △　　　　　870 0 第3項へ流用

2．総務局費 3，550，000 3，165，163 0 384，837
1．会　　議　　費 1，350，000 1，176，131 0 173，869

1．理事会費 400，000 388，720 0 11，289

2．評議員会費 150，000 149，600 0 400
3．各種委員会費 300，000 157，720 0 142，280

4，諸会議費 500，000 480，091 0 19，909
2．共通事項処弁費 1，800，000 1，752，412 0 47，588
3．調査研究費 400，000 236，620 0 163β80

3．組織局費 1，800，000 1，211，380 0 588，620
1，組織強化費 1，600，000 859，125 △　　152，255 588，620

1．組織強化費 1，000，000 359，125 △　　152，255 488，620 第2項へ152，255流用
2．国内仏教徒会議費 600，000 500，000 0 100，000

2．時局対策費 200，000 352，255 0　　152，255 0 第1項第1目より流用
4．国際文化局費 5，800，000 5，397，638 0 402，362

1，000，000 600，290 0 399，710

L国際運動費 1．WFB関係費 100，000 20，000 80，000
2。国際仏教交流費 400，000 298，300 101，700
3．渉　　外　　費 500，000 281，990 0 218，010

2．文化会議費 1，200，000 1，199，158 0 840
1．文化会議費 900，000 899，158 840
2．紀要作成費 300，000 300，000 0 ’　　　0

3．教　　化　　費 100，000 100，000 0 0
4．機関紙発行費 3，500，000 3，498，190 0 1，810

5．雑　　　費 100，000 98，560 0 1，440
6，予　備　費 2，000，000 0 △1，239，280 760．7 第1款第1項第2目へ

1，239，280充用

歳　　　　出 額 45，550，000 43，412，021 0 2，137，979

一5一
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和54年6月1日

置
二
月
十
三
日
の
午
前
中
、
タ
キ
シ
ラ
を
訪
れ

た
私
た
ち
は
、
午
後
一
時
近
く
に
な
っ
て
、
タ

キ
シ
ラ
博
物
館
の
前
を
、
小
さ
な
バ
ス
に
分
乗

し
て
、
次
の
目
的
地
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
と
む
か

う
。
約
一
四
〇
キ
ロ
、
ア
ジ
ア
ハ
イ
ウ
エ
イ
と

称
さ
れ
て
い
る
道
路
を
走
り
、
途
中
一
時
間
二

〇
分
で
ア
ト
ッ
ク
に
着
く
、
こ
こ
は
イ
ン
ダ
ス

河
の
深
い
渓
谷
と
な
っ
て
い
て
、
北
側
に
は
大

き
な
流
れ
が
あ
り
、
南
に
山
間
部
に
入
っ
て
行

く
流
れ
の
境
の
要
所
で
あ
り
、
橋
が
か
か
っ
て

い
る
。
こ
の
ア
ト
ッ
ク
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
河
に

突
き
出
る
よ
う
な
台
地
に
城
が
あ
っ
て
今
で
もお釈迦さまの上馬像（ガンダーラ）

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

山
田
　
一
真

軍
の
駐
屯
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
城
は
西
側

か
ら
入
っ
て
来
る
外
敵
や
、
一
八
世
紀
に
は
イ

ギ
リ
ス
人
の
攻
撃
に
対
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
河
に
か
か

る
橋
は
、
鉄
橋
で
上
に
は
鉄
道
が
通
り
、
下
に

道
路
で
あ
る
が
一
車
線
し
か
な
く
片
側
だ
け
を

交
々
に
通
し
て
い
る
、
よ
ほ
ど
重
要
な
地
点
と

み
柔
写
真
は
一
切
写
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ア
ト
ッ
ク
橋
を
渡
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ノ
ウ

シ
エ
ラ
の
街
に
入
る
。
こ
こ
は
望
都
と
い
う
か

街
道
の
両
側
に
は
軍
関
係
の
諸
施
設
が
続
く
、

士
官
学
校
、
幼
年
学
校
等
と
い
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
各
種
の
学
校
・
各
種
軍
隊

の
兵
舎
な
ど
が
あ
り
、
緑
の
多
い
区
画
さ
れ
整

備
さ
れ
た
街
で
あ
る
。

　
午
後
三
時
過
ぎ
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
街
に

入
り
、
宿
泊
の
イ
ン
タ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
に
到
着
し
、
大
変
遅
い
昼
食
を
と
る
。

　
夕
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
の
博
物
館
に
入
る
。
こ
の
博
物
館
に
は
、
ガ

ン
ダ
ー
ラ
地
方
か
ら
出
土
し
た
い
わ
ゆ
る
ガ
ン

ダ
ー
ラ
仏
等
が
数
多
く
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
紀

元
前
一
世
紀
か
ら
五
世
紀
ま
で
の
も
の
は
、
シ

ス
ト
と
い
う
石
を
用
い
て
彫
刻
さ
れ
、
五
世
紀

以
後
に
は
土
で
形
を
と
っ
て
造
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
、
見
る
仏
像
全
て
が
古
い
時
代

の
ギ
リ
シ
ャ
・
中
皿
く
ア
ジ
ア
の
影
響
を
う
け
た

尊
像
が
一
・
二
階
の
展
示
ケ
ー
ス
に
お
さ
め
ら

れ
て
い
る
。

　
一
階
は
主
と
し
て
仏
陀
の
生
涯
に
か
か
わ
る

物
語
を
年
代
を
追
っ
て
左
側
か
ら
順
に
ガ
ラ
ス

戸
の
ケ
ー
ス
に
お
さ
め
ら
れ
て
回
廊
風
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
地

方
の
僧
院
・
寺
院
・
ス
ト
ー
ウ
パ
な
ど
の
壁
面

ま
た
は
土
壇
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
仏
恒
等
に
出
て
く
る
物
語
を
よ
く

表
わ
さ
れ
て
お
り
、
製
作
年
代
と
そ
の
物
語
の

関
係
を
調
べ
る
と
、
そ
の
当
時
の
思
潮
が
鮮
明

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
最
初
の
ケ
ー
ス
か
ら

順
に
追
う
と

一
、
ジ
ャ
タ
カ
の
物
語
、
2
、
シ
ッ
ダ
ル
タ
太

子
の
誕
生
の
物
語
、
3
、
太
子
時
代
の
生
活
（
四

門
出
城
等
も
含
む
）
4
、
修
行
時
代
（
苦
行
仏

も
あ
り
）
5
、
降
魔
調
伏
　
6
、
成
道
7
初

転
法
輪
、
8
活
動
期
、
9
、
浬
繋
の
図
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
話
が
、
刻
ま
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
二
階
に
は
、
マ
イ
ト
レ
ー
ヤ
ー
（
弥

勒
仏
）
の
彫
刻
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
種
々
の

相
を
さ
れ
て
い
る
の
に
興
味
が
わ
い
て
く
る
し

こ
の
博
物
館
に
も
パ
ン
チ
カ
と
ハ
リ
テ
イ
（
鬼

子
母
神
）
が
数
人
の
子
供
と
共
に
い
る
彫
刻
が

あ
る
の
に
目
が
引
か
れ
た
。

　
以
上
か
な
り
の
仏
像
が
あ
る
の
だ
が
、
髪
の

形
・
衣
の
ひ
だ
、
持
ち
物
・
頭
上
・
台
座
の
部

分
の
装
飾
図
な
ど
、
一
つ
一
つ
に
思
う
こ
と
が

あ
り
単
時
間
で
は
及
び
も
っ
か
な
い
興
味
に
そ

そ
ら
れ
立
ち
至
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
約

一
時
間
ほ
ど
の
見
学
で
あ
っ
た
が
博
物
館
側
の

好
意
も
あ
っ
て
閉
館
後
も
見
学
さ
せ
て
頂
き
印

象
深
か
っ
た
。
唯
一
つ
残
念
な
こ
と
は
カ
ニ
ミ
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禽、翻便物鋤

力
舎
利
器
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

　
博
物
館
か
ら
一
旦
ホ
テ
ル
に
も
ど
り
、
小
休

の
後
に
土
産
も
の
店
に
行
き
游
ぶ
、
だ
れ
し
も

が
思
う
「
じ
ゅ
う
た
ん
」
、
「
銅
製
の
器
類
」
「
カ

シ
ミ
ヤ
」
な
ど
を
引
張
り
出
し
て
は
、
値
を
つ

け
合
っ
て
は
や
り
と
り
を
す
る
が
、
さ
す
が
旅

な
れ
た
メ
ン
バ
ー
、
そ
う
は
買
わ
な
い
つ
い
に

慮
れ
も
纏
わ
ず
ま
っ
た
く
の
遊
び
と
な
っ
た
。

一
度
、
車
は
ホ
テ
ル
の
玄
関
前
ま
で
来
た
が
、

衆
議
一
決
、
首
尾
を
か
え
て
夕
や
み
の
商
店
街

へ
、
午
後
七
時
五
十
分
ま
で
、
ぶ
ら
つ
く
人
、

露
店
の
食
べ
物
を
食
べ
る
人
、
民
族
帽
を
買
う

人
、
い
ろ
い
ろ
で
す
が
異
国
の
街
を
肌
に
感
じ

雑
踏
に
よ
う
、
夜
と
も
な
る
と
女
人
は
ま
っ
た

く
姿
を
見
せ
な
い
。
ホ
テ
ル
に
も
ど
り
八
時
三

十
分
よ
り
夕
食
と
な
る
。
一
切
の
ア
ル
コ
ー
ル

類
は
ダ
メ
、
部
屋
に
も
ど
り
痔
参
の
酒
類
を
飲

む
よ
り
外
に
な
し
。

　
二
月
十
四
日
（
水
）
第
三
日
目
、
午
前
七
時

に
モ
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
、
七
時
三
十
分
の
朝
食
、

八
時
三
十
分
に
出
発
、
昨
日
と
同
じ
よ
う
に
小

『
…

型
バ
ス
ニ
台
に
分
乗
す
る
。
朝
の
う
ち
は
曇
っ

て
い
た
が
、
進
む
に
し
た
が
い
快
晴
と
な
り
、

湿
度
も
適
当
に
あ
り
気
分
は
良
好
で
あ
る
。
今

日
の
見
学
は
、
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
と
シ
ャ
バ

ズ
・
ガ
リ
で
あ
る
。
バ
ス
は
昨
日
来
た
道
を
ノ

ウ
シ
ェ
ラ
の
街
ま
で
も
ど
り
、
そ
こ
か
ら
北
へ

と
道
を
と
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
鉄
道
が
い
つ
も
並

行
に
走
っ
て
い
る
の
で
時
々
S
1
の
引
く
列
車

と
す
れ
違
い
、
並
行
し
て
走
る
な
か
な
か
の
旅

情
で
あ
る
。
ノ
ウ
シ
エ
ラ
の
街
は
ず
れ
で
カ
ブ

ー
ル
河
の
鉄
橋
を
渡
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
鉄

道
の
橋
の
よ
う
だ
。
線
路
が
敷
い
て
あ
る
、
人
、

牛
車
・
自
転
車
・
自
動
車
い
ろ
い
ろ
交
々
の
片

側
通
行
で
通
っ
て
行
く
、
北
へ
行
く
道
の
両
側

は
地
味
豊
か
さ
を
想
わ
せ
、
道
の
両
側
に
二
重

に
植
え
ら
れ
た
木
々
の
間
か
ら
は
、
黄
い
花
を

つ
け
た
菜
の
花
畑
が
延
々
と
続
い
て
い
る
。
し

ば
ら
く
す
る
と
マ
ー
ダ
ン
と
い
う
町
に
入
る
。

こ
の
地
方
と
し
て
は
中
都
市
と
な
る
の
で
あ
ろ

う
、
こ
こ
か
ら
十
六
キ
ロ
の
地
点
に
タ
ク
ト
・

イ
・
バ
イ
が
あ
る
。
午
前
十
時
十
五
分
に
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
か
ら
北
東
へ
八
十
・
五
キ
ロ
の
地
に

あ
る
タ
ク
ト
。
イ
・
バ
イ
の
あ
る
山
の
麓
に
到

着
す
る
。
街
道
よ
り
約
三
キ
ロ
ほ
ど
入
り
込
ん

だ
所
だ
が
、
こ
の
道
は
畑
の
中
を
道
と
い
う
よ

り
は
雨
期
に
水
が
流
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
道
を
険
わ
し
く
登
り
降
り
し
て
車
が

走
る
の
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
小
型
バ
ス
に
分

乗
し
て
い
る
意
味
が
わ
か
っ
た
。
ジ
ー
プ
型
（
四

輪
駆
動
）
の
車
で
な
い
と
、
こ
の
漫
歩
い
て
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
天
侯
に
も

幸
さ
れ
、
ご
く
麓
ま
で
こ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
タ
ク
ト
・
イ
・
バ
イ
に
あ
る
寺

院
は
一
二
五
メ
ー
ト
ル
の
山
の
上
に
あ
り
こ
れ

は
歩
い
て
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
が
大
変
困
難
で
あ
っ
た
た

め
に
も
、
幸
に
し
て
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
か
な
り
急
な
勾
配
の
坂
を
幾
重
に
登
っ
て
行

く
、
周
辺
の
山
に
は
羊
を
追
う
近
隣
の
牧
夫
が

あ
ち
こ
ち
に
お
り
、
中
に
は
嶺
線
に
立
っ
て
コ

ー
ラ
ン
で
も
唱
え
て
い
る
の
か
響
き
渡
る
澄
ん

だ
声
が
聞
え
て
く
る
。
下
る
話
線
の
あ
ち
こ
ち

に
石
積
さ
れ
た
僧
院
の
遺
跡
が
み
ら
れ
る
。

㎜飢轍…二一

全癒灘一
　
笑
う
に
笑
え
ぬ
誤
字
、

当
て
字
が
あ
る
。
最
近
は

特
に
誤
字
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
だ
け
に
、
仏
教

関
係
と
な
る
と
笑
え
な
い

こ
と
も
で
て
く
る
。

　
「
京
都
で
可
愛
い
尻
さ

ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
」

こ
ん
な
手
紙
に
び
っ
く
り

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
尻
で
な

胴
亀
3
董
置
亀
2
亀
3
塾
7
8
8
亀
●
璽
1
8
亀
2
8
8
塾
9
亀
3
盛
3
艦
3
竃
2
【
璽
冨
馳
遇
8
3
霊
2
璽
弓
3
亀
3
●
3
辱
9
塾
8
8

く
尼
さ
ん
で
な
く
て
は
い
け
な
い
。
「
十
六

夜
日
記
の
作
者
阿
仏
屍
」
も
や
は
り
阿
仏
尼

と
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ら
は
女
子
大
生
の
書

い
た
誤
字
だ
そ
う
で
あ
る
。

誤
載
で
す

　
お
寺
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
「
改
名
．

を
知
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
は
戒
名
の
こ
と
で

御
径
料
（
御
経
料
）
、
導
波
（
塔
婆
）
な
ど
も

よ
く
あ
る
。

学
習
研
究
社
で
誤
字
傑
作
を
一
般
募
集
し

た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
添
ず
。

　
「
陣
痛
な
面
持
ち
で
」
（
陣
一
重
）

　
「
絶
交
の
チ
ャ
ン
ス
」
（
交
一
好
）

　
「
俺
は
出
家
す
る
」
（
出
家
↓
家
出
）

　
「
非
常
特
出
し
」
（
特
一
持
）

　
「
嫁
ぎ
ま
く
る
」
（
嫁
↓
稼
）

　
全
仏
誌
も
「
あ
ん
た
人
の
誤
字
笑
え
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
わ
れ
ぬ
よ
う
に
！

聯…㎜

聾唖

海
外
布
教
に
つ
い
て

　
現
在
、
わ
が
国
仏
教
の
海
外
布
教
は
ハ
ワ
イ
、

北
米
、
南
米
な
ど
移
民
地
区
を
中
心
に
行
な
わ

れ
て
い
る
。
宗
派
的
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

（
西
本
願
寺
）
が
最
も
活
発
だ
。
南
米
諸
国
、

米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
各
方
面
に

約
言
八
十
の
寺
院
を
持
ち
、
海
外
信
徒
数
も
約

一一

¥
万
人
。
布
教
の
た
め
常
駐
す
る
開
教
師
も

二
百
人
程
度
。

　
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
曹
洞
宗
。
や
は
リ
ハ
ワ
イ
、

南
北
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
も
布
教
の
対
象
に
す

る
が
、
弟
子
丸
泰
仙
師
の
い
る
フ
ラ
ン
ス
を
中

心
に
、
禅
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に

も
食
い
込
ん
で
い
る
の
が
特
色
だ
。
支
部
数
六

十
四
、
海
外
信
徒
一
万
五
千
人
。
開
教
師
も
約

五
十
人
が
常
駐
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
新
仏
教
で
は
創
価
学
会
、
霊
友
会
、

立
正
佼
成
会
な
ど
が
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
中
心

に
布
教
活
動
を
展
開
、
信
徒
層
の
拡
大
に
努
め

て
い
る
。

　
日
本
仏
教
の
海
外
布
教
は
わ
が
国
の
移
民
開

始
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
明
治
三
十
年
む
う
か
ら

始
ま
る
。
西
本
願
寺
派
が
北
米
、
ハ
ワ
イ
の
移

民
の
法
事
、
葬
式
を
手
が
け
た
の
が
は
じ
ま
り

で
、
当
初
は
布
教
と
い
・
2
色
彩
は
薄
か
っ
た
。

し
か
し
、
大
正
に
入
っ
て
、
真
宗
大
谷
派
（
東

本
願
寺
）
が
満
州
（
中
国
東
北
部
）
、
台
湾
方
面

へ
、
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
が
北
米
大
陸
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
活
発
に
布
教
を
行
・
2
φ
つ
に
な
り
、
さ
ら

に
、
鈴
木
大
拙
氏
が
米
国
東
海
岸
へ
臨
済
宗
を

一7一
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広
め
る
な
ど
、
日
本
仏
教
の
布
教
地
域
は
次
第

に
拡
大
し
て
行
っ
た
。

　
だ
が
、
六
〇
年
代
前
後
か
ら
伸
び
て
い
た
曹

洞
宗
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
新
仏
教
の
南
北
ア
メ
リ

カ
の
現
地
人
向
け
布
教
も
、
こ
の
と
こ
ろ
中
だ

る
み
気
味
だ
。

　
全
日
本
仏
教
会
の
関
係
者
は
、
海
外
布
教
が

日
系
人
以
外
に
は
広
ま
り
に
く
い
原
因
に
つ
い

て
①
祖
師
仏
教
（
開
祖
の
教
え
に
よ
る
）
と
い

う
本
来
の
性
格
、
②
伝
道
す
る
際
の
言
葉
の
難

し
さ
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
関
係
者

が
海
外
布
教
の
熱
意
を
持
つ
こ
と
、
現
地
人
留

学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
帰
国
後
、
布
教

に
当
た
ら
せ
る
一
と
い
っ
た
対
策
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
（
朝
日
新
聞
五
月
八
日
付
朝

刊
）　

　
…
社
会
を
明
る
く
す
る
…

　
　
…
運
動
ぜ
ひ
ご
協
力
を
　
…

　
毎
年
行
な
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
第
二
十
九
回
目
を
む
か
え
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
日
本
宗
教
連
盟
（
全
仏
な
ど
五
団
体
）

で
は
事
業
計
画
の
一
環
と
し
て
協
力
し
て
い
る

が
、
先
般
「
第
二
十
九
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
実
施
要
綱
が
、
中
央
実
施
委
員
会
よ
り

送
付
さ
れ
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
全
仏
加

盟
の
宗
派
、
県
仏
、
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
も

こ
の
運
動
が
広
く
社
会
に
浸
透
し
ま
す
よ
う
6

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
重
点
目
標
は
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
」
で
、
最
近
の
青
少

年
非
行
が
複
雑
多
様
で
事
態
は
極
め
て
憂
慮
す

昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
発
行

六
月
号
　
第
二
四
九
号

べ
き
状
況
に
あ
り
、
地
域
住
民
の
諸
活
動
を
一

層
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の

非
行
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
○
標
語
防
ご
う
非
行
、
あ
な
た
と
わ
た
し

　
　
　
　
の
つ
な
ぐ
手
で
。

　
な
お
、
主
唱
は
法
務
省
で
、
期
間
は
今
年
七

月
中
と
な
っ
て
い
る
。

◇
掲
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板
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三
重
県
仏
　
三
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県
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会
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事
務
局
は
左

記
に
移
転
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た
し
ま
し
た
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三
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県
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町
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元
寺
内
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島
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仏
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の
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ま
し
た
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妙
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寺
内

　
天
台
真
盛
宗
長
谷
川
真
元
宗
務
総
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
宗
務
総
長
に
石
橋
周
俊
師

を
選
任
し
た
。
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事
務
総
局
録
事
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五
月
）

　
七
日

　
九
日

十
五
日

十
八
日

二
十
四
日

二
十
五
日

二
十
八
日

　
三
十
日

局
内
会
議

茨
城
大
会
打
合
せ
（
水
戸
）

監
査
会

全
日
仏
青
総
会

W
C
R
P
日
本
委
員
会

局
内
会
議

理
事
会

日
宗
連
理
事
会

◇
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の
新
住
所
，
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　　WFB日本大会一周年記念

日・タイ仏教交流の翼
　　　（バンコック5日間の旅）

■昭和54年10月22日～26日

置旅行費用　￥145，000

エメラルド寺院・ねはん寺・大理石寺院等参

拝・水上マーケット・アヌタや観光・ナコン

パトム視察など・WFB本部訪問と懇談会
《宿泊はすべてハイヤットラマホテル（バンコック）》

3問合せお申込み（取扱旅行社）

i召聖画行五反田獣所

141東京都品川区西五反田1－32－11

　　　魯03－492－2940

齢
《
〒

全日本仏教会

＝夏におくる海外旅行＝

7月23日号

7月30日発

8月9日発

8月17日月

8月20日発

8月24日発

11日間

10日間

14日間

10日間

11日間

10日間

秘境小チベット・ラダックの旅

スリランカー周とペラヘラの祭り

インド・ヨガの旅

シルクロード歴史と美術の旅

インドの魅力を探る旅

シルクロード歴史と美術の旅

　この他、仏跡参拝団などの団体旅行のご相談も

お受けいたしております。海外旅行のことなら何

なりとご相談下さい。

一詳しいパンフレットご希望の方は下記まで一
隔瞬一一一一の一一〇一一一一嚇一韓一卿印一一一一鱒一ローローロー一一 u
当社作成の「仏跡参拝」の小冊子をご希望　1
方は無料でお送りいたしております。ハガ1

でお申し込み下さい。　　　　　　　　　i

コロコ　コ　ロココココロロ　　ロ　ロコロココロココココロロロロココ　ヨ

　　　　　取扱旅行会社
　　　　運輸大臣登録一般第154号

猷雑多選書炉rラペル
東京都港区南青山5丁目6番20号（千成ビル）

　　　電話181＝llll㈱
　　　郵便番号　107
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